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1月中に誕生日を迎える方を募集します。
大切な方の誕生日のお祝いを広報いびがわにお手伝いさせてください。大切な方の誕生日のお祝いを広報いびがわにお手伝いさせてください。
顔写真と、メッセージをつけて、掲載します。顔写真と、メッセージをつけて、掲載します。年齢は問いません。お子さん年齢は問いません。お子さん
からお年寄りまで大歓迎！からお年寄りまで大歓迎！

申込方法申込方法
左の二次元コードからアクセス左の二次元コードからアクセス
して専用フォームからお申し込して専用フォームからお申し込
みください。みください。

掲載例

〇歳の誕生日
おめでとう！
大好きだよ！

〇〇〇ちゃん

ハッピーバースデーコーナー！

1月生まれの締め切りは、
11月25日（水）です。（先着6人）

いびがわマラソン成績優秀者が
セントジョージ市を訪問し、
セントジョージマラソンに参加しました。
（関連記事 4ページ）
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11/ 8 日
応援する人もボランティアも、応援する人もボランティアも、
　　ランナーと一緒に走ってる　　ランナーと一緒に走ってる

メイン会場 地域交流センター
はなもも周辺

ゴール会場 揖斐川町役場
選手受付 7:00 ～ 9:00
開会式 8:20 ～ 8:40
ハーフマラソン
スタート 9:30

ウォーキング
スタート ハーフ後方より

競技終了 12:30
いびがわマラソン公式YouTubeから
Live配信（提供：大垣ケーブルテレビ）

9:15 ～ 12:30

ランナーのエントリー状況

いびがわマラソン2026大会には、全国から
5,158人のランナーがやってきます。
スペシャルアドバイザーの高橋尚子さんは、
開会式、スタート時だけでなく、コースでも
ランナーと一緒に走りながらサポートされます。
応援する人、ボランティアで参加する人、
ランナーとして参加する人、みんなが一体と
なって、大会を盛り上げていきましょう。

今月の
特集 いびがわマラソン情報いびがわマラソン情報いびがわマラソン情報いびがわマラソン情報 いびがわマラソン 2026
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いびがわマラソンの魅力の一つが沿道の
応援です。応援は、ランナーみんなの元気の
源。今年は、チアリーディング部の大学生に、
メイン会場のステージ（８時～）や、コース上
で応援してもらえます、お楽しみに！

メイン会場では、開会式や表彰式がおこなわれます。スタート地点では、4,500名を超えるランナーが一斉にスター
トするので、とても壮大です。また、ゴール会場には、応援席もあり、ゴールするランナーを間近で迎えることが
できます。いずれも、スペシャルアドバイザーの高橋尚子さんが登場しますので、併せてお楽しみください。

ランナーのお楽しみ企画をご紹介！

スタート・ゴールを楽しもう！

岡島頭首工は、「西濃用水」のスタート地点。
ここで取り入れられた揖斐川の水は、田畑を潤

し、お米や野菜などの栽培を支えています。
その頭首工ちゃんが、今大会も大活躍しますよ。

会場には、指定駐車場
から、シャトルバスで
お越しください。

詳細は、大会ホームページ
をご覧ください。
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８
月
31
日（
月
）、
岡
部
町
長
が
、
財
務

省
、
国
土
交
通
省
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
お
よ
び
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
対

し
、
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
要
望
内
容
》
揖
斐
川
河
川
整
備
事
業
・
越

美
山
系
砂
防
事
業
・
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水

路
事
業
・
町
道
事
業
な
ど
に
係
る
予
算
の
確

保
お
よ
び
事
業
の
推
進

《
主
な
要
望
先
》
国
土
交
通
省
佐
々
木
副
大

臣
／
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
森

本
局
長
／
国
土
交
通
省
道
路
局
沓
掛
局
長
／

財
務
省
主
計
局
橋
本
主
査
／
水
資
源
機
構
岡

村
理
事
長
／
棚
橋
衆
議
院
議
員
／
渡
辺
参
議

院
議
員
／
若
井
参
議
院
議
員

要
望
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

▲【国土交通省】棚橋衆議院議員（右） 立会いのもと、
　佐々木副大臣（中）へ要望書を手渡す岡部町長

９
月
15
日（
火
）、
自
然
応
用
科
学
株
式

会
社
と
災
害
時
に
お
け
る
物
資
お
よ
び
道
路

啓
開
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

災
害
時
に
お
け
る
物
資
お
よ
び

道
路
啓
開
等
の
支
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

▲締結式の様子

▲【水資源機構】岡村理事長（左）へ要望書を手渡す
岡部町長

▲【財務省】棚橋衆議院議員（右） 立会いのもと、
　主計局 橋本主査（中）へ要望書を手渡す岡部町長

９
月
30
日（
水
）か
ら
10
月
７
日（
水
）ま
で
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ

市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
10
月
３
日（
土
）開
催
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー

ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

酒さ
か

井い　
　

一は
じ
め�

２
時
間
17
分
８
秒

　
（
男
子
フ
ル 

３
位
）（
年
代
別
３
位
）

森も
り　
　

裕ゆ
う

二じ�

３
時
間
７
分
32
秒

　
（
男
子
フ
ル 

１
９
９
位
）（
年
代
別
32
位
）

御み

田た

村む
ら　

智と
も

子こ�

５
時
間
23
分
６
秒

　
（
女
子
フ
ル 

１
５
８
７
位
）（
年
代
別
25
位
）

※�

安や
す

留と
め

ゆ
か
り
さ
ん
は
、
体
調
不
良
の
た
め

棄
権
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

▲ランナーの皆さん

し
た
。

協
定
締
結
先
で
あ
る
同
社
は
、
谷
汲
地

域
に
事
業
所
を
新
設
し
、
汲
み
上
げ
た
地
下

水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
し
て
販
売
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
災
害
時
に
お
い
て
、
飲
料

水
の
提
供
お
よ
び
自
社
の
重
機
を
使
用
し
た

倒
木
や
土
砂
の
除
去
に
つ
い
て
支
援
を
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

締
結
式
で
岡
部
町
長
は
、「
こ
の
度
の
熊

本
地
震
で
も
多
く
の
地
域
で
断
水
が
発
生
し

て
お
り
、
本
町
で
も
同
様
の
事
態
は
想
定
さ

れ
る
。
同
社
か
ら
災
害
時
に
飲
料
水
提
供
の

話
を
い
た
だ
け
た
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
安
心
安
全
の
た
め
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
必
要
な
防
災
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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９
月
３
日（
木
）、
揖
斐
建
設
会
館
で
、
揖

斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
揖
斐
川
吹
奏
楽

部
へ
の
楽
器
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
山や
ま

本も
と

直な
お
人と

会

長
か
ら
揖
斐
川
吹
奏
楽
部
部
長
の
赤あ
か

田だ

柚ゆ
ず

さ

ん
、
副
部
長
の
牧ま
き

村む
ら

柚ゆ
ず

希き

さ
ん
、
下し
も

吉よ
し

空ら
あ
み美

さ
ん
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
寄
贈
は
、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
65
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
ホ

ル
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
赤
田
さ
ん
は
「
楽
器
は
私
た
ち

の
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
器
を
大
切
に

使
っ
て
、
部
員
み
ん
な
で
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
語
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
揖
斐
川

吹
奏
楽
部
へ
楽
器
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

▲�右二人目から順に、山本会長、赤田さん、牧村さん、下吉さん

毎
年
８
月
末
に
芽
室
町
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
第
39
回
発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
の
開
会
式
に
町
長
と
副
議
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

芽
室
町
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
で

す
。
１
９
４
７
年
、
鈴す
ず

木き

栄え
い

治じ
（
の
ち
に
改

名
し
て
和か
ず

伸の
ぶ

）が
芽
室
町
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

伝
統
的
な
競
技
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」
を
ヒ
ン
ト

に
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
満
足
な
遊
具
が
な

い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
手
軽
に
遊
べ
る

健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
考
案
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
48
チ
ー
ム
２
８
４

名
、
最
年
少
10
歳
か
ら
最
高
齢
94
歳
が
参
加

し
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代
の
方
が
ひ
と
つ
の

コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
特
徴
で
す
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
友
好
の
証
と
し
て
上

位
入
賞
者
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
・
北
海
道
芽
室
町
で
開
催
さ
れ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
席
し
ま
し
た

▲開会式で始球式を行いました

９
月
25
日（
金
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
令
和

８
年
度
中
学
生
・
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事

業
派
遣
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
マ
ラ
ソ
ン
交
流
を
続
け

て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
に
、
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生

と
高
校
生
を
派
遣
し
、
現
地
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
文
化
や
歴
史
な
ど
を
学
び
、

国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

派
遣
は
、
第
27
回
目
と
な
り
ま
す
。

派
遣
さ
れ
る
18
名
の
生
徒
は
、
町
長
か
ら

派
遣
認
定
書
を
手
渡
さ
れ
、
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
な
お
、
派
遣
期
間
は
、
来
年
１

月
15
日（
金
）か
ら
22
日（
金
）の
予
定
で
す
。

中
学
生
・
高
校
生
海
外
研
修
派
遣

事
業
派
遣
認
定
書
交
付
式

▲派遣認定書を受け取る生徒

９
月
27
日（
日
）、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
、
揖
斐
川
町
住
民
避
難
訓
練
お
よ
び

避
難
所
設
営
・
運
営
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
静
岡
県
駿
河
湾
か
ら
紀
伊
半

島
南
東
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
、
町
内
全
域
を
対

象
と
し
て
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
後
、

𦙾
永
公
民
館
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
管
内
の

会
場
で
、
避
難
所
設
営
・
運
営
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

主
会
場
の
𦙾
永
公
民
館
で
は
、
ぎ
ふ
防
災
・

減
災
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
防
災
講
演
、
岐
阜
県

防
災
課
に
よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
避
難

所
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
実
証
実
験
、
揖
斐
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
開
設
訓
練
お
よ
び
揖
斐
川
町
消
防
団
𦙾

永
分
団
に
よ
る
防
災
設
備（
防
災
井
戸
、
か
ま

ど
ベ
ン
チ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）の
実
演
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
住
民
避
難
訓
練
お
よ
び
、避
難

所
設
営
・
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

▲防災訓練の様子
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▲寄附金贈呈式の様子
　（右：ナヴィック杉浦代表取締役）

▲寄附金贈呈式の様子
　（右：野田クレーン野田代表取締役社長）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

☆
揖
斐
公
民
館

《
ヨ
ガ
教
室
》

◆
日　

時　

11
月
７
日（
土
）　

　
　
　
　
　

14
時
～
15
時

◆
場　

所　

揖
斐
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日　

時　

11
月
15
日（
日
）　

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

◆
場　

所　

谷
汲
体
育
館

《
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日　

時　

11
月
29
日（
日
）　

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

◆
場　

所　

揖
斐
公
民
館
ス
タ
ー
ト

問
揖
斐
公
民
館

　

℡
２
３

－

１
２
８
８

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
北
方
公
民
館

《
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日　

時　

11
月
22
日（
土
）９
時
～

◆
場　

所　

森
前　

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

※
雨
天
中
止

問
北
方
公
民
館　

　

℡
２
３

－

１
３
８
５

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
の
歴
史
と
自
然
を
訪
ね
て
お
よ
び

秋
季
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
》

◆
日　

時　

11
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

◆
場　

所　

森
の
文
化
博
物
館

　
　
　
　
　

※
雨
天
中
止

問
春
日
公
民
館　

　

℡
５
７

－

２
２
３
９

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

　

８
月
28
日（
金
）、
株
式
会
社
野
田
ク
レ
ー

ン
様（
大
垣
市
）よ
り
１
０
０
万
円
を
、ま
た
、

９
月
25
日（
金
）に
は
、
株
式
会
社
ナ
ヴ
ィ
ッ

ク
様（
愛
知
県
名
古
屋
市
）よ
り
電
子
タ
ッ
チ

モ
ニ
タ
ー
４
台（
２
２
０
万
円
相
当
）を
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、両
社
に
は
多
額
の
寄
附
に
対
し
、岡

部
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
26
日（
水
）、
末
永
電
気
株
式
会
社
様

よ
り
、
揖
斐
川
町
へ
、
３
０
０
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
、
町
長
へ
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

末
永
電
気
株
式
会
社
様
は
、
昨
年
６
月
に

創
業
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
18
日（
金
）、
ワ
ン
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ

ル
シ
ェ
い
び 

実
行
委
員
会
様
よ
り
、
令
和

８
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
と
し
て
総
額

５
２
，
０
８
８
円
を
お
預
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
９
月
13
日（
日
）に
行
わ

れ
た
ワ
ン
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
い
び
で

大
和
地
区
の
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
集
め
た
も
の
で
す
。
お
預
か
り
し

た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
25
日（
火
）、
揖
斐
建
設
業
協
力
会
様

よ
り
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
と

し
て
10
万
円
を
お
預
り
し
ま
し
た
。
お
預
か

り
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
、
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
善
意

▲目録贈呈式の様子
　（右：末永電気株式会社 末永英司代表取締役）

▲�ワンオーガニックマルシェいび から大和地区の北和中学校生徒 （左から、細
ほ そ の

野　愛
あ い る

瑠さん　
　竹

たけなか
中　琉

る い
偉さん　　井

い ぐ ち
口　惺

せい
太
た

さん　　小
お ぐ ら

倉　成
まさ

翔
と

さん　　松
まつおか

岡　暖
はる

生
き

さん　　栗
く り た

田　忠
ただし

さん）
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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
結
果
報
告
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

❖�第61回全国高等専門学校体育大会　第53回
全国高等専門学校体育大会野球競技　出場
　岐阜工業高等専門学校　硬式野球部
　若
わかはら

原　渉
しょう

斗
と

さん（３年）

❖�令和８年度第34回全国中学生空手道
選手権大会　男子団体形　第３位
　拳和会拳真館　所属
　伊

いとう

藤　総
そう

志
し

さん（揖斐川中学校３年）
　小

こもり

森　一
いつ

毅
き

さん（揖斐川中学校３年）
　竹
たけなか

中　維
い

吹
ぶき

さん（揖斐川中学校１年）

❖�第80回国民スポーツ大会　カヌー競技
「カヌーワイルドウォーター」　出場
　八百津高等学校
　髙
たか

田
だ

　夏
さ

逢
まあ

さん（１年）

❖�エアトリ杯第26回全日本少年少女空手
道選手権大会　小学６年女子形　第３位
　拳和会拳真館　所属
　柿
かき

木
ぎ

　美
み ほ

穂さん（北方小学校６年）

❖�令和８年度全国中学校体育大会　第57
回全国中学校ソフトテニス大会　出場
　結ソフトテニスクラブ所属
　成
なる

瀬
せ

　陽
ひ

向
なた

さん（北和中学校１年）

❖�第88回全日本ベテランテニス選手権’26
出場
　大野テニスクラブ　所属
　竹
たけ

内
うち

　文
ふみ

恵
え

さん

❖�第80回国民スポーツ大会　カヌー競技
　スプリント　優勝、1500m　第５位
　八百津高等学校
　髙

たか

田
だ

　夏
さ

逢
まあ

さん（１年）

11
月
３
日
は
「
岐
阜
～
ふ
る
さ
と

を
学
ぶ
日
」
で
す

　

11
月
３
日（
火
・
祝
）の
「
文
化
の
日
」
は

「
岐
阜
～
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
日
」で
す
。
左
記

の
文
化
施
設
で
は
無
料
で
観
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
揖
斐
川
町
の
歴
史

や
文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
施
設
】

・
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

�

（
上
南
方
９
０
１

－

５
）

・
徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫

�

（
東
横
山
１
８
３

－

１
）

特
別
企
画
展「
戦
国
武
将　

稲
葉
一
鉄
」

好
評
開
催
中

　

　

当
館
で
は
11
月
29
日（
日
）ま
で
戦
国
武
将

で
あ
る
稲
葉
一
鉄
に
つ
い
て
、
そ
の
生
涯
を

辿
り
関
連
す
る
資
料
や
ゆ
か
り
の
地
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会　
　

場　

当
館　

第
１
展
示
室

■
入
場
料　

高
校
生
以
上
１
１
０
円

　
　
　
　
　
　

小
中
学
生
50
円

■
開
館
時
間　

９
時
～
17
時

■
休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日・11
月
4
日（
水
）・

11
月
24
日（
火
）

特
別
企
画
展
講
演
会
の
お
知
ら
せ

■
日　

時　

11
月
１
日（
日
）14
時
～

■
場　

所　

当
館　

研
修
棟

■
講　

師　

杉
山 

秀
峰　

氏

�

（
月
桂
院
住
職
）

■
演　

題　
「
戦
国
武
将　

稲
葉
一
鉄
」

■
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
）　

■
定　

員　

50
名

　
　
　
　
　
要
予
約（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
日　

時　

11
月
15
日（
日
）14
時
～

■
場　

所　

当
館　

研
修
棟

■
講
師　

児
玉　

剛　

氏

　
　
　
　

�（
元
岐
阜
県
史
編
纂
室
・
大
垣
市
史

編
纂
室
員
）

■
演　

題　
「
西
美
濃
の
戦
国
武
将

�

稲
葉
一
鉄
」

■
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
）　

■
定　

員　

50
名

　
　
　
　
　
要
予
約（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

℡
２
２

－

５
３
７
３

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　https://www.ibi-youchien.ed.jphttps://www.ibi-youchien.ed.jp

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　毎月第２水曜日
　時間：10：00~11：00（園庭開放）
　※雨天の場合は中止とさせていただきます。
◎揖斐幼稚園の開放日
　11月18日（水）
　直接幼稚園へお申込みください。
　℡22-6008（当日可）

揖斐川
揖斐川町上南方 193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　  9：00 ～ 12：00
　　　　13：00 ～ 16：00

11月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
文化の日文化の日

４
親子体操
揖斐高生徒との交流

５
年齢別交流
（りんごグループ）

６
年齢別交流
（いちごグループ）

７

８ ９ 10 11
出前保育
（北方公民館）

12 13
年齢別交流
（さくらんぼグループ）

14

15 16
年齢別交流
（ひよこグループ）

17
リフレッシュ体操

18 19
リコーダー演奏会
誕生会

20 21
開館日

22 23
勤労感謝の日勤労感謝の日

24
ハローワーク大垣
マザーズコーナー
巡回相談

25
教えてドクター

26
ベビーマッサージ

27 28

29
　　　

30
発育測定

子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）に関するあらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。
◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けています。
◎行事など変更、中止になる場合がありますので、事前にお問い合せください。

11月の年齢別交流11月の年齢別交流
同じ年に生まれたお子さんと親さんの
交流の時間です

りんごグループ	 （2023.4.2生～2024.4.1生）	

 いちごグループ	 （2024.4.2生～2025.4.1生）	

さくらんぼグループ	（2025.4.2生～2026.4.1生）	

ひよこグループ	 （2026.4.2生～）	 「秋みつけにでかけよう」「秋みつけにでかけよう」
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

ベビーマッサージを行いました♪ベビーマッサージを行いました♪
　子育て支援センターでは、親子の触れ合いを大切にする「ベビーマッサージ」を年２回開催しています。　子育て支援センターでは、親子の触れ合いを大切にする「ベビーマッサージ」を年２回開催しています。
　お母さんたちは、講師の先生のお話を聞きながら、お子さんの手や足、お腹などオイルを使って優し　お母さんたちは、講師の先生のお話を聞きながら、お子さんの手や足、お腹などオイルを使って優し
くマッサージしました。「気持ちいいね」と声をかけたり、目を合わせたりしながら親子でゆったりとしくマッサージしました。「気持ちいいね」と声をかけたり、目を合わせたりしながら親子でゆったりとし
た時間を過ごしました。お子さんも、大好きなお母さんに優しく触れてもらい、気持ちよさそうな表情た時間を過ごしました。お子さんも、大好きなお母さんに優しく触れてもらい、気持ちよさそうな表情
を見せたり、笑顔になったりする姿が見られました。を見せたり、笑顔になったりする姿が見られました。
　ベビーマッサージは、赤ちゃんの体に触れながら親子で目を合わせたり、声をかけたりして安心感を　ベビーマッサージは、赤ちゃんの体に触れながら親子で目を合わせたり、声をかけたりして安心感を
育むことにもつながります。育むことにもつながります。
　11月に２回目を計画しています。ぜひご参加ください。　11月に２回目を計画しています。ぜひご参加ください。

～やまと・きたがた幼児園～ お金ですか？
電子マネーですか？

どんな絵のシールを
作ろうかな？

美容院で
かわいくして
もらったよ♡

　毎日異年齢で朝の自由遊びを楽しんでいます。『美容院』では、スズランテープで作っ
た三つ編みを髪の毛に付けたり、廃材で作ったメイク道具でおしゃれを楽しんでいま
す。また、年長児が中心で始まった『アイドルごっこ』は、女の子だけでなく、男の
子も一緒にアイドルになりきり、推し活うちわを作って応援したりと毎日賑わってい
ます。食べ物コーナーでは、作ったお金で買い物をするやりとりから、手作り携帯を使っ
て電子マネーでお金を支払うことを楽しむ子も出てきました。また、お菓子の袋を切
り取って作るシール帳も人気です。
　日々の生活の中で経験したことを遊びに取り入れ、自分なりに考えたり工夫したり
する姿を受け止め、これからも興味や関心を広げていけるような関わりを工夫してい
きたいと思います。

毎月第３日曜日は家庭の日　－心のつながりを深めよう―毎月第３日曜日は家庭の日　－心のつながりを深めよう―
揖斐川町青少年育成町民会議

シール帳作り

ちびっこわくわくショー
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共
に
未
来
を
創
る
！

揖
斐
川
中
の
「
い
び
創（
そ
う
）」
な
挑
戦

�

揖
斐
川
町
立
揖
斐
川
中
学
校

揖
斐
川
中
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
学
校

教
育
目
標
を
「
共
に
自
立
を
め
ざ
す
」
に
刷

新
し
、
日
々
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
激
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
が
よ
り
よ
く
生
き
抜
い
て
い
く
た
め

に
、「
自
立
へ
の
一
歩
」
を
仲
間
、
教
師
、

家
庭
そ
し
て
地
域
と
共
に
育
む
学
校
に
し
た

い
。
こ
の
目
標
に
は
、
そ
ん
な
強
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
「
難
し
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

き
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
強
く
考
え
、
仲

間
と
共
に
行
動
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
授
業
の
中
に

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
問
い
を
見
付
け
て
解
決

し
て
い
く
「
探
究
的
な
学
び
」
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
、「
い
び
未
来
創
造
科
」
通
称
「
い

び
創（
い
び
そ
う
）」
で
す
。「
地
域
の
一
員

と
し
て
、
揖
斐
川
町
の
未
来
を
自
分
た
ち
の

手
で
創
っ
て
い

き
た
い
！
」
と

い
う
思
い
を
込

め
て
、
昨
年
度

の
３
年
生
が
提

案
し
、
全
校
投

票
で
決
ま
っ
た

名
前
で
す
。
今

年
度
は
、
さ
ら

に
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
町
に
暮
ら
す
一
人
一
人
と
し
て
「
自
分

に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
？
」
を
考
え
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
実
践
す
る
姿
こ
そ
が
、
子
ど

も
た
ち
の
確
か
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。昨

年
度
は
、
２
年
生
の
職
場
体
験
学
習
を

き
っ
か
け
に
、「
お
世
話
に
な
っ
た
事
業
所

の
方
々
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
知
恵
を
絞
り
、
実
際
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
に
し
ま
し
た
。
仲
間
と
ぶ

つ
か
り
合
い
、
よ
り
よ
い
方
法
を
何
度
も
話

し
合
い
な
が
ら
実
践
し
た
経
験
は
、
生
徒
た

ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
も
「
い
び
創
」
が
本
格
的

に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

◆�

１
年
生
は
「
揖
斐
川
町
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
伝
え
る
活
動
」

◆
２
年
生
は
「
町
で
働
く
方
々
と
一
緒
に

　
課
題
を
解
決
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

◆
３
年
生
は
「
こ
れ
か
ら
の
揖
斐
川
町
の

　
未
来
を
描
く
活
動
」

す
ぐ
に
答
え
が
出
な
い
問
い
に
対
し
て
、

汗
を
か
き
な
が
ら
粘
り
強
く
挑
む
子
ど
も
た

ち
。
地
域
の
温
か
い
見
守
り
と
支
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
私
た
ち
教
職
員
も
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
一
歩
一
歩
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

【
追
伸
】
本
校
で
は
生
徒
た
ち
と
共
に
町
の

未
来
を
熱
く
考
え
よ
う
と
さ
れ
る
皆
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
好
き
を
育
み
、
得
意
を
伸
ば
す
」
場

の
提
供

�

揖
斐
川
町
立
北
和
中
学
校

学
校
運
営
協
議
会
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

昨
年
度
は
、
ど
ん
な
子
ど
も
を
育
て
る
の
か

と
い
う
目
標
を
地
域
と
学
校
と
で
共
有
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
校
の
学
校
運
営
協
議
会

は
、広
範
囲
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
年
度
は
助
走
期
間
と
捉
え
、
や
っ
て
み
た

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
課
題
を
修
正
し
、
来
年

度
に
備
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
実
情
に
合

わ
せ
て
、
無
理
な
く
持
続
可
能
な
範
囲
で
実

践
で
き
る
動
き
を
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１  「
地
域
」
と
「
学
校
」
の
共
通
目
標

「
ど
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
か
？
」

＝
「
ど
ん
な
地
域
で
暮
ら
し
た
い
か
？
」

◆�

地
域
に
関
心
を
も
ち
、
積
極
的
に
地
域

行
事
に
参
加
す
る
子
ど
も

◆�

先
輩
を
尊
敬
し
、
後
輩
を
い
た
わ
り
、

家
族
を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
の
あ
る

子
ど
も

◆�
目
標
を
も
ち
、
リ
ー
ダ
ー
性
を
も
っ
て

主
体
的
に
動
く
子
ど
も

◆�

学
校
で
も
地
域
で
も
、
顔
を
見
た
ら
挨

拶
が
で
き
る
子
ど
も

◆�

自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
相
手

を
気
遣
い
、
規
則
を
守
る
子
ど
も

２  �「
地
域
と
と
も
に
動
く
」
中
学
生
を
目

指
す

挑
戦
し
た
い

こ
と
は
、「
地

域
生
徒
会
」
の

発
足
で
す
。
校

区
内
に
あ
る
５

つ
の
公
民
館
活

動
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、大
和
・

北
方
・
久
瀬
・

藤
橋
・
坂
内
の
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
生
徒
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

公
民
館
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
受
け
身

で
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、「
こ
ん
な
こ
と

を
し
て
み
た
い
！
」
と
い
っ
た
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
地
域
生
徒
会
メ

ン
バ
ー
で
練
り
合
い
、
各
公
民
館
の
活
動
推

進
委
員
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
中
学
生
に
で

き
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
動
き
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

活
動
後
に
は
、
活
動
の
様
子
や
気
付
き
を

校
内
外
に
紹
介
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
誇

り
に
思
い
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
機
会
を
創

り
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
中
学
校
と
地

域
と
の
強
い
つ

な
が
り
を
生
み

出
し
て
い
く
こ

と
に
挑
戦
し
て

い
く
所
存
で

す
。
温
か
い
応

援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。
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今
号
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
８
月
22
日
）

に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
を
今
後
の
審
議
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

・�

小
中
学
校
の
統
合
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人

数
を
考
え
る
と
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
を
置
き

去
り
に
し
て
は
い
け
な
い
し
、
よ
り
強
く

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人
一
人
の
心
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
一
番
大
切
だ
と
思
う
の
で
、
ど
ん
な
人

で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
将
来
、
都
会
へ
行
っ
て
も
、
心
の

中
に
は
揖
斐
川
町
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い

て
く
れ
る
と
い
い
で
す
。

�

（
50
代
女
性
・
揖
斐
小
校
区
）

・�

小
中
学
校
時
代
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
薬
草
や
毒
草
を

調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
自
身

で
調
べ
た
い
と
言
っ
て
、
自
発
的
に
で
き

た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、（
小

中
併
設
の
た
め
）中
学
校
で
は
、
必
ず
誰

か
が
役
員
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状

況
で
し
た
が
、
責
任
感
が
身
に
付
き
、
小

１
か
ら
中
３
ま
で
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫

す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。
同

級
生
は
６
人
で
し
た
が
、
一
人
一
人
が
役

割
を
担
っ
て
行
動
し
た
こ
と
で
、
け
ん
か

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
少
人
数
だ

か
ら
と
い
っ
て
で
き
な
い
こ
と
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

�

（
30
代
女
性
・
大
和
小
校
区
）

・�

色
々
な
学
校
の
見
学
を
さ
れ
て
き
た
報
告

を
聞
く
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ

ら
の
良
い
点
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
よ
く
考
え
て

新
し
い
学
校
の
在
り
方
が
生
ま
れ
そ
う
な

希
望
が
見
え
ま
し
た
。
住
民
と
し
て
手
伝

え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
手
伝
い
た
い
で
す
。

�

（
70
代
女
性
・
北
方
小
校
区
）

・�

基
調
講
話
の
中
で
次
期
学
習
指
導
要
領
の

方
向
性
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
好
き
を
育
み

得
意
を
伸
ば
す
」
と
の
こ
と
。
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
そ
の
あ
と
に
説
明
い
た
だ

い
た
改
革
と
も
結
び
付
き
、
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
の
地
域
性
を
活
か

す
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る

教
育
に
つ
な
が
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

幼
児
園
と
義
務
教
育
学
校
、
更
に
は
高
等

学
校
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
が
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　

�

（
70
代
男
性
・
清
水
小
校
区
）

・�

文
部
科
学
省
の
考
え
や
現
状
、
今
後
の
課

題
が
端
的
に
分
か
り
、
小
中
学
校
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
今
後
、
子
ど
も
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
、
ど
ん
な
力
が
必
要
な
の

か
と
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
そ
の

ヒ
ン
ト
も
も
ら
え
た

と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
内
容
も
短
い
時

間
な
が
ら
も
濃
い
内

容
だ
っ
た
と
思
う

し
、
会
場
の
方
た
ち

の
切
実
な
思
い
や
意

見
も
聞
け
て
、
重
大

な
方
向
転
換
、
決
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
、
重
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
50
代
女
性
・
小
島
小
校
区
）

・�

高
校
生
が
発
言
で
き
る
機
会
が
あ
り
、
と

て
も
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。「
非
認
知
能

力
」
の
中
に
は
、
人
間
関
係
づ
く
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
学
校
づ
く
り
の
土
台
は
、「
非
認

知
能
力
」
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

学
級
経
営
の
充
実
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
土
台
の
上
に
学
力
の
向
上
、
探
究
活

動
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
義
務
教
育
学
校

で
は
、
異
学
年
に
よ
る
活
動
づ
く
り
、
交

流
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
「
多
様
性
の
包
摂
」
に
つ
な
が
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
学
校
統
合
に
向
け
て
の
壁

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス

ト
で
考
え
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
統
合
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
学
校
が
人
口

増
に
つ
な
が
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
60
代
男
性
・
谷
汲
小
校
区
）

・�

揖
斐
川
町
の
学
校
教
育
を
現
場
だ
け
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
町
民
一
人
一
人
が
考

え
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
よ
り
よ
い
方

向
に
し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
揖
斐
川
町

の
学
校
教
育
を
み
ん
な
で
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。                

�

（�

70
代
男
性
・
養
基
小
校
区
）

・�「
探
究
い
び
が
わ
」、
多
文
化
分
教
室
、「
学

び
舎
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」、
夜
間
中
学
等
、

か
な
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
他
地
区
の
合

併
や
義
務
教
育
学
校
化
等
の
考
え
方
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
楽
し
み

に
思
う
反
面
、
学
校
教
育
の
分
野
だ
け
で

は
な
い
町
と
し
て
の
冷
静
な
見
極
め
や
判

断
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し

た
。

�

（
50
代
男
性
・
町
外
）

・�

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
不
安
な

と
こ
ろ
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
夢
を

語
る
、
希
望
を
も
て
る
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
考
え
、

高
校
生
、
大
学
生
の
考
え
、
10
代
、
30
代
、

40
代
、
50
代
、
60
代
、
70
代
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
踏
ま
え
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。 　
　
　
　
　
　
　

     

　
　

�

（
50
代
男
性
・
町
外
）

（
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
Ｈ
Ｐ
）

「
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
い
び
が
わ
」（
２
）

～ 
ま
ち
の
未
来
を
ひ
ら
く
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
学
校
を
み
ん
な
で
創
る 

～
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期間：11月４日（水）～11月13日（金）
　年に一度の蔵書点検のため、上記の日程で町立図書館２館は休館します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますよう、お願い申し上げます。

揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219　ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：�毎週月曜日
　　　　　　祝日の翌日等（11 月 24 日）、
　　　　　　蔵書点検とマラソンによる臨時休館日
　　　　　　（11 月４日～ 13 日）

いびがわ、谷汲図書館で所蔵している本は
２館のどちらでも借りることができます。

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　11月21日（土）10:30～ おはなし たまご
　　　　11月28日（土）10:30～ おはなしポケットいび

【大人のためのおはなし会】
▶日時　11月19日（木）10:00～ おはなしポケットいび

KAPLA検定にちょうせん！
　きめられた作品を作って、９級から２段までの検
定にちょうせんしよう！
▶日時　11月14日（土）13:00～

～11月の行事・休館日～～11月の行事・休館日～

一般書 絵本・児童書

～新着図書紹介～～新着図書紹介～

蔵書点検等による休館のお知らせ蔵書点検等による休館のお知らせ

▶日時　12月12日（土）　10:00~12:00
▶場所　地域交流センターはなもも
▶内容　【おはなし会】　
　　　　 10:00～11:00　はなもも１階 和室
　　　　 �おはなしボランティア４団体による読み

聞かせや人形劇などです。

　【科学実験ライブ】
　 11:10～12:00　はなもも１階 多目的室１
　 �瑞浪市にあるサイエンスワールドの講師による科
学実験ショーです。

「たっぷり おはなし会」と「科学実験ライブ」in はなもも「たっぷり おはなし会」と「科学実験ライブ」in はなもも

いびがわ図書館 冬のイベントです。お楽しみに！

少年シンとカラスのクロが迷い込んだハロウィン島
の島民は、全員ウソつきで…。数や言葉、トリックを
利用したウソを見破り、真実に辿りつけ！ 物語や島
民のセリフを楽しみながら、真実を見抜く力をきたえ
られる本。

●５秒で見破れ！全員ウソつき
田中 智章文、ビブオ絵、植松 峰幸監修

98年の生涯を颯爽と駆け抜けた恋多きひと…。作
家・宇野千代の各時代のお洒落なポートレートから、
自らデザインした着物、身の回りの品々まで、貴重写
真が満載。秘書の回想記、宇野千代自慢の料理を再現
したレシピも収録。

●�宇野千代女の一生 
宇野 千代ほか著、藤江 淳子ほか著、小林 庸浩ほか著

とっても寒い“ぶるぶるじま”にやってきたパンど
ろぼう。できたてのパンをふるまおうとパン作りをは
じめますが、窯が壊れてしまいました。困っていると
ころへさっそうと現れたのは…。「パンどろぼう」シ
リーズ第８弾。

●パンどろぼうとさすらいラーメン 
柴田 ケイコ作

ライドロボット設計者、屋内配送ロボット開発者、
寿司ロボット製造者…。ロボットにかかわる仕事をと
りあげ、勤務内容や、その仕事に就く方法などを紹介
する。実際に働いている人へのＱ＆Ａも掲載。

●働く現場をみてみよう！ロボットにかかわる仕事
パーソルホールディングス株式会社“はたらく”
を考えるワークショップ推進チーム監修

私立稜花女学院中学校３年Ｅ組の担任は中年の国語
教師。最初は冴えないと思っていたのに、先生の言葉
はなぜだか心に響いてくる。だが夏休み直前、先生は
病気で学校を辞めるというウワサが流れ…。『小説推
理』連載を単行本化。

●春までのセンセイ 
早見 和真著

生成AIを使ってオリジナルキャラクターをカタチ
にし、動きを与えるテクニックが身につくハンズオン
形式の入門書。AIの仕組みや、法律、チーム運用など
も解説する。特典データをダウンロードできる二次元
コード付き。

●�画像・動画生成AIスタートガイド 
AICU media編集部著、白井 暁彦著、道草 雑草子著
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　西濃口腔保健協議会では、80歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰する「８０２０運動」を行って
おります。揖斐川町では32人の方が受賞されました。
　表彰された皆さんは次のとおりです。【順不同・敬称略】

石
いしはら

原　史
ふみ

洋
ひろ

（清水）	 伊
い と う

藤　法
のり

継
つぐ

（𦙾永）	 河
か わ せ

瀬　成
しげ

良
よし

（小島）	 香
こ う だ

田　隆
たかし

（北方）

小
こ も り

森　徹
てつろう

郎（大和）	 清
し み ず

水　善
よし

澄
ずみ

（大和）	 髙
たか

橋
はし

　孝
た か お

雄（北方）	 竹
たけなか

中　淳
じゅんじ

二（揖斐）

立
つ い き

木　正
ま さ じ

司（小島）	 内
ないとう

藤　敬
け い し

司（春日）	 内
ないとう

藤　良
よし

孝
たか

（小島）	 長
は せ が わ

谷川　洋
ひろし

（谷汲）

藤
ふじはら

原　修
お さ み

身（春日）	 細
ほ そ の

野　哲
てつひで

秀（揖斐）	 増
ますもと

本　義
よし

久
ひさ

（大和）	 粟
あ わ の

野　文
ふ み こ

子（小島）

井
い ぶ か

深　智
と も こ

子（𦙾永）	 岡
お か べ

部　清
せ

都
つ こ

子（谷汲）	 窪
く ぼ た

田　貴
き み こ

美子（小島）	 小
こ た に

谷　房
ふ さ よ

代（大和）

小
こ で ら

寺　好
よ し え

江（清水）	 杉
すぎやま

山　時
と き こ

子　（谷汲）	 瀧
た き せ

瀬　綾
あ や の

乃（谷汲）	 寺
て ら だ

田　惠
え

美
み こ

子（谷汲）

藤
ふじはら

原　藤
ふ じ こ

子（春日）	 増
ま す だ

田　照
てる

（小島）	 八
や わ た

幡　紀
き く こ

久子（揖斐）	 若
わかはら

原　香
か よ こ

代子（揖斐）

渡
わたなべ

邊　ウ
う め こ

メ子（北方）� 他 3 名

　自分の歯で食べることができると、どんなものでもおいしく食べることができ、全身の健康状態も良く
なります。そして認知症予防につながり、心も体も元気に過ごせます。
　歯を失う原因の多くは、むし歯と歯周病です。特に歯周病は自覚症状のないまま進み、40歳代から歯を
失う比率が急に高くなります。また歯周病は、全身のさまざまな病気の要因となります。
　歯の健康・体の健康のために、定期的な歯科健診でプロのケアを受け、毎日の歯みがきを行うことで、
皆さんも｢６０２４（60歳で24本）｣「８０２０（80歳で20本）」を目指してみませんか？

〈ぎふさわやか口腔健診〉実施中です！〈ぎふさわやか口腔健診〉実施中です！

問住民生活課 ℡ 22-2786・揖斐川保健センター ℡ 23-1511

対象者：75 歳以上の方　　　　　期間：令和９年１月 31 日まで
持ち物：300 円、マイナンバーカードまたは資格確認書
※口腔健診受診の際は、指定医療機関に予約してください。

お子さんおよび妊婦の方に対し、インフルエンザの予防接種費用を助成します！
　毎年、秋から冬にかけてインフルエンザが流行します。インフルエンザの発症予防と経済的負担を軽減す
るため、お子さんと妊娠中の方のインフルエンザ予防接種にかかる費用の一部助成を行います。

【費用助成の対象となる期間】令和９年３月31日まで　　　　【申請期限】令和９年３月31日　
【 対 象 者 】　接種当日時点で　・妊娠中の方　・生後６か月から高校３年生相当の年齢の方
【 助 成 額 】　１人１回限り上限2,000円
【必要書類】　領収書、接種済証明書または母子健康手帳、口座の分かるもの等

申請書は、保健センターにあります。ホームページからもダウンロードすることができます。

令和８年度「８０２０よい歯の高齢者表彰」令和８年度「８０２０よい歯の高齢者表彰」
受賞おめでとうございます！受賞おめでとうございます！
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令和８年第４回揖斐川町議会定例会が、９月４日から11日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から承認案件１件、報告案件３件、条例案件３件、予算案件５件、決算案件15件など
合計34議案が提出され、提案説明が行われました。続いて、天羽茂喜監査委員から令和７年度各会計決
算等に係る監査報告が行われました。
34議案のうち６議案が可決・同意され、残りの議案の審査は各委員会に付託されました。
７日には、令和７年度の15会計の決算について、決算特別委員会で審査されました。
８日には、総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行われ
ました。
10日の本会議では、３名の議員が一般質問を行いました。
11日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告がされ、採決の結果
すべての議案が原案のとおり可決されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第４回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の
登
録

及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
　

ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
整
備
事

業
や
林
道
施
設
災
害
復
旧
工
事
な
ど
、
総

額
で
２
億
１
，１
３
０
万
円
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　

過
年
度
に
お
け
る
保
険
給
付
費
等
交
付

金
返
還
金
等
、
総
額
で
１
，５
６
３
万
６

千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

　

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
よ
る
規
格
変
更

に
伴
い
、
封
筒
印
刷
代
等
25
万
２
千
円
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　

大
和
簡
易
水
道
の
大
和
水
源
地
１
号
送

水
ポ
ン
プ
お
よ
び
市
場
簡
易
水
道
の
市
場

配
水
池
水
位
計
の
修
繕
費
用
と
し
て
１
，

６
４
１
万
４
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　

城
山
団
地
浄
化
槽
の
修
繕
、
各
種
ポ
ン

プ
・
水
位
計
の
更
新
費
用
と
し
て
、
２
，

８
３
５
万
７
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
案
件

○
令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
12
の
特
別
会
計

お
よ
び
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会

計
の
決
算
認
定

　

15
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
案
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

・
小
谷　

和
彦
さ
ん（
北
方
）※
再
任

・
宗
宮　

正
典
さ
ん（
房
島
）※
新
任

○
指
定
管
理
施
設
の
指
定
期
間
の
変
更

揖
斐
川
町
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
総
合
利

用
施
設

指
定
期
間
：

（
変
更
前
）�令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

（
変
更
後
）�令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

令
和
９
年
３
月
31
日

○
財
産
の
処
分（
譲
渡
）

　
「
西
若
松
複
合
集
会
施
設
」
を
認
可
地
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○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

決
算
特
別
委
員
会

本
会
議
で
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
15
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
７
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
決
算

Ｑ　

昨
年
、
谷
汲
観
光
駐
車
場
の
利
用
料
を

値
上
げ
し
た
結
果
は
。

Ａ　

昨
年
10
月
か
ら
１
０
０
円
値
上
げ
し

た
。
前
年
度
に
比
べ
利
用
台
数
は
減
っ
た

が
、
収
入
は
約
２
１
１
万
円
の
増
と
な
っ

た
。

Ｑ　

町
税
の
滞
納
繰
越
、
不
能
欠
損
と
な
る

理
由
と
徴
収
す
る
た
め
の
対
策
は
。

Ａ　

滞
納
と
な
る
理
由
は
、
財
産
・
収
入
が

な
い
、
納
税
を
優
先
し
な
い
、
生
活
困
窮
、

行
方
不
明
、
相
続
人
が
特
定
で
き
な
い
な

ど
。
法
人
で
は
、
清
算
中
、
あ
る
い
は
清

算
し
な
い
ま
ま
行
方
不
明
と
な
っ
た
も
の

な
ど
が
あ
る
。

　
　

徴
収
対
策
と
し
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納
税

に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
に
も
対

応
し
、
24
時
間
納
税
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。

　
　

滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
督
促
状
の
送

付
、
電
話
な
ど
に
よ
る
催
告
、
臨
戸
訪
問
、

納
税
相
談
等
を
実
施
。
こ
れ
ら
の
対
策
に

縁
団
体
「
西
若
松
自
治
会
」
に
無
償
で
譲

渡
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

𦙾
永
水
源
地
電
気
計
装
設
備
更
新
工
事

契
約
金
額
：
１
４
６
，３
０
０
，０
０
０
円

契
約
の
相
手
方
：
末
永
電
気
株
式
会
社

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

塵
芥
収
集
用
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
購
入
業
務

契
約
金
額
：
８
，３
６
２
，２
０
０
円

契
約
の
相
手
方
：
い
び
川
農
業
協
同
組
合

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

揖
斐
川
町
防
災
備
蓄
食
糧
支
援
業
務

契
約
金
額
：
１
５
，１
０
７
，８
２
０
円

契
約
の
相
手
方
：
ア
ン
シ
ン
ク
株
式
会
社

大
垣
店

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更

事
業
の
追
加
と
文
言
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
案
件

　

専
決
処
分
さ
れ
た
次
の
１
件
が
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

報
告
案
件

　

次
の
３
件
が
議
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告（
町
道
上
に
お
け

る
事
故
の
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て
）

よ
り
納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
法
律

に
基
づ
き
債
権
の
差
し
押
さ
え
等
、
滞
納

処
分
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
増
え
て
い
る
が
、

人
気
の
あ
る
返
礼
品
は
。

Ａ　

上
位
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
電
気
、
は

つ
し
も
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
出
走
権
、

ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト
が
人
気
。

Ｑ　

中
高
生
の
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、

物
価
高
騰
等
に
よ
り
状
況
は
厳
し
い
と
思

う
が
１
人
当
た
り
の
費
用
は
。
ま
た
、
今

後
事
業
の
見
直
し
を
行
う
予
定
は
。

Ａ　

１
人
当
た
り
約
60
万
円
。
今
年
度
、
派

遣
人
数
を
４
名
減
と
し
、
日
程
も
１
日
短

縮
し
た
。常

任
委
員
会

本
会
議
で
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
民
生

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
９
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
Ｑ　

新
築
住
宅
建
設
等
奨
励
金
お
よ
び
住
宅

改
修
奨
励
金
、
小
さ
な
一
歩
応
援
事
業
補

助
金
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る
が
申
請
件

数
は
。

Ａ　

令
和
７
年
度
は
、
新
築
住
宅
で
17
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
　

今
年
度
は
、
中
古
住
宅
を
中
心
に
20
件

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
住
宅
改

修
に
つ
い
て
は
、
例
年
同
様
に
50
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

小
さ
な
一
歩
応
援
補
助
事
業
は
、
現
在

交
付
決
定
済
み
の
３
件
と
今
後
申
請
予
定

が
２
件
、
合
計
５
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

５
基
購
入
予
定
の
ク
マ
捕
獲
用
オ
リ

は
、
設
置
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

各
振
興
事
務
所
に
１
基
ず
つ
配
備
予

定
。

　
　

既
存
の
２
基
は
、
揖
斐
川
管
内（
大
和

地
内
、
北
方
地
内
）に
設
置
済
み
で
あ
る
。

Ｑ　

現
在
、
三
倉
～
上
ヶ
流
線
が
土
砂
崩
落

の
た
め
通
行
不
能
と
の
こ
と
で
あ
る
が
工

事
完
了
見
込
み
は
。

Ａ　

12
月
末
ま
で
の
工
期
で
工
事
を
進
め
て

い
る
が
、
降
雨
や
降
雪
な
ど
の
影
響
に
よ

り
工
事
を
延
期
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

ここが聞きたい
一般質問

議員３名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。らせします。

質問の全文は
こちらから
ご覧ください。

※公式の会議録ではありません。

國
枝 

誠
樹 

議
員

県
立
揖
斐
高
等
学
校
の
魅
力
化
に
つ
い
て

岐
阜
県
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
中
学
卒
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③　
「
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
」
に
お

い
て
、
揖
斐
高
校
の
専
門
性
を
小
・
中
学
校

に
活
か
す
こ
と
、
小
中
高
12
年
間
の
連
携
教

育
を
、
と
い
っ
た
意
見
も
出
て
お
り
、
町
全

体
の
教
育
環
境
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
各
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
や
地
域
活
動
の
充
実
等
に
よ
り
、
今
年

度
全
国
調
査
で
は
「
地
域
を
よ
く
す
る
た
め

何
か
し
た
い
」
と
答
え
た
中
学
３
年
生
が
全

国
平
均
を
14
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
86
・
２
％

と
な
り
、
地
域
に
根
差
し
た
人
材
育
成
が
図

ら
れ
つ
つ
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

④　

揖
斐
高
生
が
町
内
で
学
び
、
地
域
行
事

に
参
加
す
る
様
子
か
ら
、
生
徒
の
誠
実
さ
や

心
の
優
し
さ
が
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
数
値
で
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
う

し
た
生
徒
の
育
ち
に
も
、
揖
斐
高
校
が
こ
の

地
域
に
あ
る
こ
と
の
意
味
が
あ
る
。

今
後
、「
地
域
に
愛
さ
れ
る
揖
斐
高
校
」

と
「
揖
斐
高
校
を
愛
す
る
地
域
」
の
両
面
か

ら
新
た
な
魅
力
創
出
に
取
り
組
み
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
教
育
活
動
に
参
画
い
た
だ
け
る
よ

う
啓
発
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

衣
斐 

良
治 

議
員

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
「
揖
斐
川
町
の
未

来
戦
略
」
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
の
人
口
は
、
２
０
２
５
年
国
勢

調
査
の
速
報
値
で
１
７
，２
９
５
人
。
年
齢

別
の
人
口
構
成
い
わ
ゆ
る
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

は
「
つ
ぼ
型
」
か
ら
「
逆
富
士
山
型
」
と
な

り
、
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
さ

て
、「
な
ぜ
、
そ
の
教
育
を
揖
斐
川
町
で
行

う
必
要
が
あ
る
の
か
」を
明
確
に
す
る
こ
と
。

人
口
減
少
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
産
業
や

自
然
、
文
化
、
福
祉
、
医
療
を
教
材
と
し
て

実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。「
揖
斐
川

町
だ
か
ら
こ
そ
学
ぶ
意
味
が
あ
る
」
と
い
う

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
県
が
学
校
の
位
置
付
け

を
明
示
し
、
学
校
は
教
育
内
容
を
磨
き
、
生

徒
が
主
体
的
に
関
わ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓

会
・
企
業
・
地
域
、
揖
斐
高
校
に
関
わ
る
す

べ
て
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
真
剣

に
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
を
強

く
期
待
し
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
が
３
年
を
目
途
に
高
校
の
適
正
配
置
を

検
討
す
る
中
、
単
に
「
揖
斐
高
校
を
残
す
」

の
で
は
な
く
、「
揖
斐
高
校
が
地
域
の
未
来

を
つ
く
る
学
校
に
な
る
」、
こ
の
こ
と
が
今

後
の
揖
斐
高
校
の
魅
力
化
を
考
え
る
上
で
最

も
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

教 

育 

長

②　
「
学
校
運
営
協
議
会
」
や
県
教
育
委
員

会
も
参
加
す
る
「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
連

絡
協
議
会
」
な
ど
既
設
の
組
織
を
活
か
し
、

揖
斐
高
校
の
教
育
活
動
の
改
善
に
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、「
地
域
に
根
差
し
た
人
材
育
成
」

を
具
現
す
る
た
め
、
例
え
ば
連
携
型
選
抜
の

方
法
を
見
直
す
こ
と
な
ど
揖
斐
高
校
と
一
緒

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

高
校
教
育
課
程
に
理
解
が
あ
り
、
地
域
住
民

や
地
元
企
業
と
の
橋
渡
し
役
と
な
る
人
材
配

置
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

業
者
が
現
在
の
約
６
割
に
減
少
す
る
と
推
計

し
、
県
立
高
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

つ
い
て
は
今
後
３
年
で
方
針
を
定
め
る
と
し

て
い
る
。

近
年
、揖
斐
高
校
も
定
員
割
れ
が
顕
著
で
、

令
和
８
年
度
入
学
者
選
抜
で
は
、
定
員
１
２

０
人
に
対
し
出
願
者
は
74
人
で
あ
っ
た
。

県
は
今
後
、
高
校
再
編
を
考
え
る
上
で
、

学
校
の
規
模
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
に

高
校
が
あ
る
意
味
な
ど
も
重
要
で
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
て
い
る
。

全
国
で
は
、
地
域
全
体
を
学
び
の
場
と
し

て
地
域
課
題
の
解
決
や
社
会
実
装
ま
で
行
う

高
校
や
、
自
治
体
が
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
と
地
域
が
一
体

と
な
り
県
外
か
ら
も
生
徒
を
集
め
て
い
る
高

校
も
あ
る
。

私
は
、
揖
斐
川
町
に
も
そ
の
可
能
性
が
十

分
に
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
揖
斐
川
町

が
持
つ
お
茶
、
薬
草
、
森
林
、
環
境
、
福

祉
・
医
療
な
ど
地
域
資
源
や
地
域
課
題
を
組

み
合
わ
せ
た
、「
揖
斐
川
町
そ
の
も
の
を
教

室
に
す
る
高
校
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
生

徒
や
保
護
者
か
ら
選
ば
れ
る
高
校
へ
と
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

町
長
に
４
点
聞
き
た
い
。

①　

町
は
揖
斐
高
校
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
揖
斐
高
校
の
将
来
に
つ
い
て
県
や

学
校
と
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
町
の
考
え
は
。

②　

揖
斐
高
校
の
魅
力
化
・
地
域
人
材
育
成

の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
継

続
的
に
協
議
す
る
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
学
校
と
地
域
、
企
業
、
大
学
等
を
つ

な
ぐ
「
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
よ
う
な
人
材
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

③　

町
の
地
域
資
源
や
地
域
課
題
を
高
校
教

育
に
つ
な
げ
、「
揖
斐
川
町
で
し
か
で
き
な

い
高
校
教
育
」
を
構
築
し
て
い
く
考
え
は
。

④　

生
徒
を
増
や
す
た
め
に
養
老
鉄
道
を
利

用
し
て
通
学
す
る
生
徒
へ
の
支
援
、
空
き
家

等
を
活
用
し
た
下
宿
や
地
域
寮
な
ど
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
県
が
高
校
再
編
を
検
討
す
る
上
で

「
そ
の
地
域
に
高
校
が
あ
る
意
味
」
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
で
き
る
限
り
そ
れ

を
数
字
で
示
す
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町 

長

①　

揖
斐
高
校
は
県
立
学
校
で
あ
り
、
施
設

整
備
や
学
校
予
算
、
教
員
の
配
置
や
教
育
課

程
の
編
成
等
に
つ
い
て
町
が
関
与
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、
特
産
品
開
発
や
産
業
人
材

育
成
、
公
共
交
通
存
続
な
ど
、
町
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
地
域
拠
点
・
資
源
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
平
成
28
年
の
「
揖
斐
川
町

と
揖
斐
高
校
と
の
連
携
協
定
」
に
基
づ
き
積

極
的
に
支
援
を
続
け
て
き
た
。
中
学
生
海
外

研
修
派
遣
事
業
へ
の
揖
斐
高
生
の
参
加
拡

大
、
デ
ュ
ア
ル
実
習
の
拡
充
、
商
工
・
観

光
・
福
祉
・
医
療
・
教
育
分
野
で
の
学
び
の

支
援
な
ど
、
町
内
施
設
を
提
供
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
揖
斐
高
校
の
教
育
活
動
の
充
実
に
、

町
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
県
内

で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

重
要
な
の
は「
揖
斐
高
校
を
ど
う
残
す
か
」

で
は
な
く
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
ど
の

よ
う
な
人
材
を
育
て
る
学
校
な
の
か
」
そ
し
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者
や
団
体
、
住
民
が
関
わ
り
、
意
見
を
集
め

議
論
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
か
。 

②　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
制
度
を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
た
推
進
策
に
つ
い
て 

担
当
部
署
の
限
ら
れ
た
人
員
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
た
め
、「
地
域
資
源
を
共
に
掘

り
起
こ
す
地
域
連
携
の
仕
組
み
」
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。 

先
進
自
治
体
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

「
行
政
だ
け
で
完
結
さ
せ
ず
、
地
域
住
民
や

事
業
者
の
『
人
脈
・
口
コ
ミ
・
目
利
き
・
ア

イ
デ
ア
』
を
吸
い
上
げ
る
オ
ー
プ
ン
な
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
た
」
と
い
う
点
で
あ
り
、「
地

域
資
源
発
掘
窓
口
」
や
、「
ふ
る
さ
と
納
税

共
創
懇
談
会
」
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
試
験
的
に
つ
く
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

町 

長

①　

町
政
を
進
め
る
上
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
政
策
に
生
か
す
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
既
に
区
長
会
、
代
表
区
長
会
を

通
じ
た
地
域
の
声
の
集
約
、
議
会
で
の
質
問

や
発
言
に
よ
る
町
政
へ
の
反
映
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
る
仕
組
み
が
存
在
し

て
い
る
。

新
た
に
町
民
の
声
を
直
接
聞
く
場
を
設
け

る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
区
長
会
や
議
会
の

役
割
と
の
位
置
付
け
、
役
割
分
担
、
メ
ン

バ
ー
選
出
方
法
、
権
限
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
り
、
区
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
と
懇
談
会
の
意
見
が
異
な
っ
た
場
合
、
ど

ち
ら
を
地
域
の
声
と
し
て
受
け
止
め
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
の
整
理
も
不
可
欠
で
あ
る
。

町
民
の
意
見
は
年
代
、
地
域
、
職
業
、
生

ら
に
進
む
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
深
刻
な
の

が
出
生
数
で
、
令
和
２
年
の
92
人
に
対
し
、

令
和
７
年
度
は
48
人
と
こ
の
５
年
半
で
ほ
ぼ

半
減
し
て
い
る
。

人
口
の
総
数
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、

ど
の
世
代
が
こ
の
町
で
暮
ら
し
、
地
域
を

担
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
「
人
口
構
造
」
の

問
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
に
加
え
、

特
に
若
者
や
子
育
て
世
代
、
女
性
か
ら
「
こ

の
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い
」「
こ
の
ま
ち
で
子

育
て
し
た
い
」「
こ
の
ま
ち
で
挑
戦
し
た
い
」

と
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ（
生
活
の
質
）を
高
め
る
こ
と
が
最
重

要
で
あ
る
。

町
長
に
4 

点
聞
き
た
い
。

①　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方（
理

念
、
価
値
観
、
政
策
の
判
断
基
準
な
ど
）に

つ
い
て 

②　

今
後
3
年
間
、
町
長
と
し
て
最
優
先
に

取
り
組
む
３
つ
の
重
点
施
策
に
つ
い
て 

③　

３
つ
の
重
点
施
策
の
実
現
方
法（
３
年

後
の
成
果
、
到
達
点
な
ど
）に
つ
い
て 

④　

行
政
の
経
営
資
源（
人
材
、
財
源
な
ど
）

に
は
限
り
が
あ
る
。
今
後
ど
う
や
っ
て
協
働
・

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

町 

長

①　

揖
斐
川
町
の
人
口
減
少
、
特
に
出
生
数

の
大
幅
な
減
少
は
、
地
域
社
会
の
担
い
手
、

学
校
、
産
業
、
町
の
持
続
可
能
性
に
関
わ
る

重
大
な
課
題
で
あ
る
。
令
和
２
年
か
ら
令
和

7
年
度
に
か
け
出
生
数
が
半
減
し
た
と
い
う

事
実
は
、
第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る
施
策

の
重
要
な
検
証
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
給
食
費
・
保
育
料
の
無
償
化
、

修
学
旅
行
費
支
援
な
ど
、
年
間
1
億
円
近
い

予
算
を
投
入
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
「
子

育
て
支
援
策
」
と
し
て
重
要
で
は
あ
る
が

「
少
子
化
対
策
」
で
は
な
い
。
子
供
が
生
ま

れ
る
前
の
段
階
か
ら
様
々
支
え
る
と
い
う
視

点
が
少
子
化
対
策
の
根
幹
で
あ
る
。

②　

第
一
に
、
若
者
が
町
に
残
り
、
戻
っ
て
く

る
た
め
の
就
業
環
境
、
住
宅
環
境
、
出
会
い

や
交
流
の
機
会
づ
く
り
、
結
婚
・
妊
娠
・
出

産
を
隙
間
な
く
支
え
る
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
、
定
住
促

進
奨
励
事
業
、
不
妊
治
療
の
自
己
負
担
補
助

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
二
に
、
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た

「
賢
く
縮
む（
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
）」
生

活
基
盤
の
再
構
築
。
公
共
交
通
、
医
療
、
福

祉
な
ど
を
地
域
特
性
に
応
じ
て
、
デ
マ
ン
ド

型
交
通
や
移
動
診
療
車
な
ど
様
々
な
手
法
で

提
供
し
、
若
い
世
代
が
「
こ
こ
で
暮
ら
し
て

も
大
丈
夫
」
と
思
え
る
町
を
つ
く
る
。

第
三
に
、
地
域
の
人
、
企
業
、
団
体
を
つ

な
ぎ
、
地
域
力
と
稼
ぐ
力
を
高
め
る
こ
と
。

薬
草
な
ど
の
地
域
資
源
を
所
得
や
仕
事
に
つ

な
げ
、
経
済
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
、
交
通

基
盤
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
今
後
一
層
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③　

今
後
の
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

第
３
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
や
、

毎
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で
、
必
要
性
、
効

果
、
財
源
、
実
施
体
制
な
ど
を
踏
ま
え
て
判

断
し
て
い
く
。

④　

地
域
に
よ
っ
て
課
題
や
活
動
形
態
が
異

な
り
、
全
て
の
地
域
に
同
じ
組
織
を
つ
く
る

の
で
は
な
く
、「
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な

人
や
団
体
が
つ
な
が
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、「
で
き
る

人
が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
す

る
」
と
い
う
多
様
な
関
わ
り
方
を
認
め
、
行

政
主
導
で
も
、
特
定
の
個
人
や
団
体
だ
け
に

依
存
す
る
の
で
も
な
い
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
。

岸　
啓
司 

議
員

「
共
創
と
協
働
」
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
さ

せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
つ
い
て

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、「
共
創
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
が
明
確
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
町
の
新
た
な
施
策

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ
る
頃
に
は
、
す

で
に
企
画
や
枠
組
み
が
行
政
側
で
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
地
域
や
住
民
が

関
わ
る
余
地
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

事
業
が
固
ま
る
前
の
企
画
や
構
想
の
初

期
段
階
か
ら
、
地
域
住
民
、
地
元
企
業
、
各

種
団
体
な
ど
の
「
地
域
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と

情
報
を
共
有
し
、
対
話
を
重
ね
る
場
が
あ
れ

ば
、
住
民
の
主
体
性
や
事
業
の
推
進
力
は
格

段
に
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。 

総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
「
共
創
と
協

働
」
を
真
に
体
現
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
、
町
長
に
２
点
聞
き
た
い
。 

①　

政
策
の
初
期
段
階
に
お
け
る
対
話
の
場

づ
く
り
に
つ
い
て 

政
策
構
想
・
企
画
段
階
か
ら
地
域
の
事
業
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活
環
境
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、「
町
民
の
声
」

と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
。
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
前
に
、
私
を

含
め
て
現
在
の
組
織
が
、
町
民
の
声
を
聞
く

と
い
う
こ
と
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
優

先
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

現
在
、
町
の
将
来
の
教
育
を
考
え
る
検
討

委
員
会
で
は
、
意
識
調
査
や
各
地
区
で
の
説

明
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
い
う

方
法
も
活
用
し
て
お
り
、
政
策
の
性
質
に
応

じ
て
、
最
も
適
切
な
方
法
で
意
見
を
伺
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

共
創
と
協
働
と
は
、
新
し
い
組
織
や
会
議

を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、
自
治
会
、
地
域

団
体
、
事
業
者
、
議
会
、
行
政
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
役
割
や
機
能
を
高
め
な
が
ら
、

必
要
な
と
こ
ろ
で
は
連
携
し
、
一
緒
に
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
既
存
の
仕
組
み
で
は
十
分
に
把
握

で
き
な
い
意
見
が
あ
る
場
合
や
、
特
定
の
政

策
に
つ
い
て
、
そ
の
政
策
に
応
じ
た
意
見
を

伺
う
場
や
方
法
を
必
要
に
応
じ
て
考
え
て
い

き
た
い
。

最
終
的
に
は
、
様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
、

町
政
全
体
を
見
渡
し
た
上
で
、
行
政
と
議
会

が
責
任
を
持
っ
て
政
策
を
決
定
し
実
施
す
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

②　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
の
確
保
に
加

え
、
町
の
魅
力
や
地
域
資
源
を
広
く
発
信
す

る
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、
物
に
限
ら
ず

サ
ー
ビ
ス
型
の
返
礼
品
も
含
め
、
揖
斐
川
町

ら
し
い
返
礼
品
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の
委
託
業

者
と
と
も
に
事
業
者
を
訪
問
し
、
返
礼
品
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
、
制
度
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
お
り
、
新
た
に
返
礼
品
と
し
て
登
録
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
返
礼
品
と
し
て

登
録
す
る
た
め
に
は
様
々
な
条
件
、
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
も

の
、
ま
た
は
町
内
で
主
要
な
部
分
の
製
造
や

加
工
が
行
わ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
町
内

の
店
で
扱
う
商
品
で
あ
っ
て
も
製
造
が
町
外

で
あ
る
場
合
な
ど
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合

は
登
録
で
き
な
い
。

ま
た
、
返
礼
品
の
調
達
費
用
、
送
料
、
決

済
手
数
料
な
ど
募
集
費
用
は
、
国
の
定
め
る

割
合
の
範
囲
内
に
収
め
る
必
要
が
あ
り
、
寄

附
の
申
込
み
に
応
じ
て
安
定
的
に
提
供
で
き

る
供
給
量
や
生
産
体
制
、
発
送
や
問
合
せ
へ

の
対
応
も
必
要
と
な
る
。
事
業
者
や
生
産
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
通
常
の
営
業
活
動
に
加
え

て
、
国
の
基
準
に
適
合
し
た
商
品
を
注
文
に

応
じ
て
、
確
実
か
つ
迅
速
に
発
送
す
る
な
ど
、

相
応
の
手
間
と
責
任
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
関
係
者
が
連
携

す
る
場
を
設
け
、
返
礼
品
の
開
発
を
進
め
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
返
礼
品
を
企
画
・
製
作
・
提
供
す
る
主

体
は
、
あ
く
ま
で
事
業
者
や
生
産
者
の
皆
さ

ん
で
、
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
仕
組

み
を
設
け
て
も
、
国
の
基
準
に
適
合
し
た
商

品
を
安
定
的
に
迅
速
に
提
供
い
た
だ
け
る
事

業
者
の
存
在
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
成
否
の

鍵
を
握
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
、
新
た
な
仕
組
み
や
組
織
を
設

け
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
つ
な
が
り
や
連

携
の
中
で
、
情
報
共
有
や
意
見
交
換
の
在
り

方
を
工
夫
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
適
合
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
発
掘
に

努
め
て
い
く
。

７
月２

日　

第
２
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

　
　
　

第
４
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

17
日　

揖
斐
郡
三
町
議
員
研
修
会

22
日　

７
月
月
例
会

　
　
　

第
３
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

　
　
　

第
５
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

8
月19

日　

郡
上
市 

木
遊
館
視
察

26
日　

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

８
月
月
例
会

　
　
　

第
４
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

　
　
　

第
６
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　
　
　

第
２
回
公
共
交
通
特
別
委
員
会

9
月４

日　

第
４
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

７
日　

決
算
特
別
委
員
会

８
日　

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

第
３
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

本
会
議　

一
般
質
問

11
日　

本
会
議　

第
４
回
定
例
会
閉
会

　
　
　

第
５
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

議
会
活
動
報
告

有

料

広

告

欄
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有

料

広

告

欄

揖斐川町スポーツ推進委員会ではスポーツやレクリエーションの普及を目的とし、町民の皆さまに気
軽に体験し触れ合う機会を提供するための事業活動として “スポレク体験会 ”を開催します。
今年は、「モルック大会」（木の棒を投げて数のピンを倒し得点を競うスポーツ）を開催します。子ど
もからお年寄りまで皆で楽しめるスポーツです。多くの方々のご参加をお待ちしております !!

■体験会　募集要項
　日　　時　　12月 13日（日）　9：30～ 12：00　【受付】9：00～
　開催場所　　揖斐川健康広場1階　アリーナ
　定　　員　　12チーム（１チーム　３名）
　対 象 者　　健康な方
　参 加 費　　無料
　持ち物等　　動きやすい服装・上靴（体育館用）、タオル、スポーツドリンク等の飲み物
　申込方法　　①右記二次元コードよりお申込み
　　　　　　　②�揖斐川健康広場もしくは役場3階社会教育課の各窓口にてお申込み
　　　　　　　（申込用紙は、揖斐川健康広場または揖斐川町社会教育課に設置します。）
　申込締切　　12月４日（金）　〔定員になり次第締め切ります〕　

■お問い合せ　揖斐川健康広場　℡ 21-3100（火～日 8：30～ 17：15）※月曜休館

ミニスポレク体験会ミニスポレク体験会ミニスポレク体験会ミニスポレク体験会揖斐川町スポーツ推進委員会主催事業

　犯罪は何の前触れもなく、ある日突然襲ってきます。被害者にとって、「自分の気
持ちを分かってくれる人が近くにいる」ことが大きな支えとなり「身近な人の優しさ
や温かい心配り」が何よりも支えになります。被害者の声に耳を傾け、「私たちにで
きること」や「命の大切さ」について考えることから始めてみませんか。

性犯罪被害者相談電話＃8103
～ひとりで悩まずにまずは相談してみませんか～

11月１日～12月１日は犯罪被害者月間です。　
犯罪被害者に支援の手を！犯罪被害者に支援の手を！揖斐警察署

からのお知らせ

犯罪被害にあわれた方・支援者のためのポータルサイト ギュっとCH
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揖斐川町トップアスリートバスケットボール教室開催のお知らせ揖斐川町トップアスリートバスケットボール教室開催のお知らせ
　揖斐川町の子どもたちが、スポーツの楽しさや魅力を知り、夢に向かって挑戦する姿勢を育むことを
目的とし、バスケットボール教室を開催します。岐阜県で活躍されている選手・コーチから指導を受け
たい方、バスケットボールに興味がある方、もっと上達したい方、ぜひご参加ください！

【 日 　 時 】	 12月26日（土）　９：00～12：30　【受付】８：45～
【 場 　 所 】	 揖斐川健康広場アリーナ（揖斐川町上南方853-49）

【 講 　 師 】	 杉
すぎ

本
もと

憲
のり

男
お

さん

【 参 加 料 】	 無料 
【 定 　 員 】	 先着20名　※観客席からはどなたでも見学可能です
【 対 　 象 】	 町内在住の小学４年～中学３年生
		  バスケットボールに興味がある児童、生徒
		  �　いびがわ地域クラブ、揖斐川ブレイズバスケットボール少年団に在籍していないバスケ経験者
【 持 ち 物 】	 飲み物、運動できる服装、シューズ（上靴）、ボール※持っている方
【申込期間】	 11月16日（月）12：00～11月30日（月）【定員になり次第締切ります】
～お問い合せ先～	 揖斐川健康広場　℡21-3100
			   揖斐川町教育委員会社会教育課　℡23-0124

　　　　※一部抜粋
公益財団法人日本バスケットボール協会　コーチデベロッパー
岐阜スゥープス 2018～2026（選手・ヘッドコーチ・アソシエイトコーチ）
ＪＢＡ公認Ａ級コーチライセンス
コーディネーショントレーニング講師・講演

経　歴

こちらより
お申込みください

　
４
月
か
ら
揖
斐
川
町
役
場
で
デ
ュ
ア

ル
実
習
を
行
っ
て
い
る
、
揖
斐
高
校　

３
年　
遠え
ん
藤ど
う

涼り
ょ
う
雅が

と
西に
し
田だ

蓮れ
ん
で
す
。

　
今
回
は
、
西
田
君
が
デ
ュ
ア
ル
実
習

で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
私
、

遠
藤
が
取
材
し
ま
し
た
！

　
西
田
君
は
商
工
観
光
課
で
実
習
し
て

お
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
配
布
す

る
資
料
の
整
理
や
作
成
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
開
発
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
特
に
グ
ッ
ズ
の
開
発
に
は
力
を
入

れ
て
お
り
、
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
な
ら
揖

斐
川
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。

西
田
君
は
「
資
料
の
整
理
か
ら
、
グ
ッ

ズ
の
開
発
ま
で
、
ど
れ
も
大
変
な
こ
と

ば
か
り
だ
け
れ
ど
、
ど
の
仕
事
に
も
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
デ
ュ
ア
ル
実
習
で
の
活
動
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

揖
斐
高
生
の
職
業
体
験
！

揖
斐
高
生
の
職
業
体
験
！

　
　
　
　

��

デ
ュ
ア
ル
実
習
を
紹
介

デ
ュ
ア
ル
実
習
を
紹
介

▲グッズ開発中の西田君

▲取材中の様子

揖
斐
川
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
芽

室
町
で
は
、
８
月
22
日
、
23
日
に
、
芽
室

南
公
園
運
動
広
場
で
第
39
回
発
祥
の
地
杯

全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
大
会
は
、
北
海
道
内
外
か
ら
48

チ
ー
ム
、
２
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

道
内
だ
け
で
な
く
道
外
ら
の
チ
ー
ム
も
多

数
参
加
！

23
日
は
、
前
日
に
行
っ
た
予
選
リ
ー
グ

戦
の
順
位
別
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行

わ
れ
、栃
木
県
か
ら
参
加
の「
さ
く
し
ろ
う
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
は
、「
と
て

も
楽
し
い
大
会
だ
っ
た
。
次
回
以
降
も
参

加
し
た
い
！
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

次
回
大
会
も
盛
大
に
盛
り
上
が
る
こ
と
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
！

来
年
は
第
40
回
の
記
念
大
会
で
、
10
月

２
日
、
３
日
に
開
催
予
定
で
す
。
第
40
回

記
念
大
会
は
今
年
以
上
の
規
模
で
、
楽
し

い
大
会
に
な
る

よ
う
に
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

揖
斐
川
町
の
皆

さ
ん
も
こ
の
機

会
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
★

～
発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催
さ
れ
ま
し
た
～

▲プレー中の様子

め
む
ろ
だ
よ
り
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前回は、サル対策の３つの基本のうち「①エサを隠す」方法についてご説明しました。今回は、「②取
られないように囲う」つまり「防護柵」についてご紹介します。サルに効果のある防護柵には、「全面柵」
と「複合柵」の２種類があります。それぞれ、効果を高めるためのポイントがありますが、今回は「全
面柵」を効果的に設置するためのポイントについてご紹介します。全面柵で重要なのは、「素材の選び方」
と「柵の張り方」です。「全面柵を張っても破られるから意味がない！」と思っている方はいませんか？
実は、柵の素材や張り方を工夫することで効果を高めることができます！特に大切なのは、

①サルに破られにくい素材を選ぶこと
②隙間を作らないよう細かくとめること
③素材の端や角は狙われるので大きく重ねること　です。

さらに詳しい注意点は、下の図をご覧ください。

図ではワイヤーメッシュを最も推奨しています。鳥獣ネットは、サルに破られたり、引っ張られて隙
間を作られたりすることがあります。しかし、すでに鳥獣ネットを設置している場合でも、ネットの弱
点を補う「設置のポイント」を守れば、サルの侵入や、ネットの補修頻度を減らせます。図のような対
策は、どうしても設置時に費用や手間がかかります。しかし、最初に素材や張り方を工夫することで、
柵の破損を防ぎ効果が高まるだけでなく、その後の点検や修復の負担を減らすことが出来ます。最初か
ら完璧な柵を作るのは難しいもの。だからこそ、設置するときに将来の負担まで考えて選ぶことが大切
です。

次回は、「複合柵」を設置するポイントをご紹介します。

揖斐川町内のサルの群れの行動範囲や対策について、詳しくは
町のホームページや揖斐川町鳥獣被害対策協議会のInstagram
をご覧ください。

連載！ サル対サル対策策のの極極意意！！ ～その３「柵は効果的に囲うべし～全面柵編～」～

ホームページ

サルに効果的な２種類の柵

サルに効果的な素材 サルに効果的な柵の張り方

全面柵
ワイヤーメッシュやネットで天井も囲った柵。
※ワイヤーメッシュで囲った方が強度◎

今回ワイヤーメッシュのみ
or

ネットの組み合わせ

◎ ワイヤーメッシュ 〇 亀甲金網 △ 鳥獣ネット
（ポリエチレン製）

曲がりにくい。
破損しにくい。
補修頻度が少なく済む。
 

※サルが通り抜けるので
網目は10cm以下に。

頑丈で破られにくい。
 

※柔らかくて隙間を
拡げられるので
細かく留める。

弱く破られやすい。
隙間もできやすい。

☜推奨︕

電気柵

ワイヤーメッシュ

複合柵
電気柵とワイヤーメッシュを組み合わせた柵。
※支柱への通電が必須︕

POINT①︓柵はたるませない︕
隙間を作られないように、
ピンと張って強固に留める。

POINT②︓つなぎ目をしっかり固定︕
金網やネットは、しっかり重ねて、
結束間隔は10cm以下に。

POINT③︓地面もしっかり対策︕
柵を地面に30cm以上埋める。
※ネットや金網は、
ブロックで押さえて埋める。

Instagram
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揖斐川町役場では、カスタマーハラスメントに対する基本方針を次のように定めました。

１．カスタマーハラスメントに対する基本的な考え方
揖斐川町では、住民の皆さまなどからの意見や要望は、満足度の高い行政サービスを提供するために
貴重なものであり、大切な機会であると捉え、職員は丁寧かつ、真摯に対応しています。
しかし、寄せられる意見や要望の中には、職員の人格を否定する言動や威圧的な言動、不当な要求など、
カスタマーハラスメント（以下「カスハラ」といいます。）に該当する行為も見受けられ、これらの行為は、
対応する職員に精神的・身体的負担をかけ、健康被害や離職につながる可能性があります。
さらには、職場環境を悪化させるだけでなく、公務の円滑な遂行を阻害し、他の行政サービス利用者
等へのサービス提供を妨げるなど、行政サービスの低下を招く重大な問題です。
揖斐川町は、カスハラに該当する行為から職員を守るとともに、質の高い、適正な行政サービスを提
供するために、毅然とした態度で、組織的に対応していくことを基本方針とします。

２．カスハラとなる要件（定義）
以下の3つの要件を満たすものを、カスハラとします。
① 職員に対する、行政サービス利用者等からのクレーム・言動。
② �職員の業務の内容や性質、その他の事情に照らして、要求の内容に妥当性がなく、社会全体において
一般的に認められない、行きすぎたやり方であるもの。

③ 職員の勤務環境が害されるもの。
なお、要求行為を伴わなくても、②③の要件に該当する場合も、カスハラとします。

３．カスハラに該当する行為
カスハラに該当する行為として、以下のようなものが想定されますが、あくまで例示であり、これに
限られるものではありません。
① 要求内容に妥当性がないとは。
　・行政サービスに瑕疵や過失がない。
　・揖斐川町の行政サービスの内容と関係がない。
②行きすぎたやり方とは。
　・身体的な攻撃（殴る、蹴る、つばを吐きかける　等）
　・精神的な攻撃（脅し、侮辱的な言動、土下座の強要　等）
　・威圧的な言動（大声で責める、にらむ、モノを叩く　等）
　・差別的な言動
　・性的な言動（わいせつな言動、職員へのつきまとい　等）
　・継続的、執拗な言動（頻繁なクレーム、当初の話からのすりかえ、揚げ足取り　等）
　・拘束的な行動（長時間の拘束や電話、居座り　等）
　・妥当性を欠く金銭補償の要求や謝罪の要求
　・特定の職員を対象とした攻撃、要求
　・ＳＮＳやインターネットなどへの投稿や誹謗中傷

４．カスハラに対する対応
役場の業務は、法令に基づいて公平性が求められるため、行政サービスの内容や対応に問題がなければ、
毅然とした対応を取ります。
職員が安心して、日々の業務に従事できる職場環境を形成し、公平・公正かつ迅速な行政サービスを
提供していくために、カスハラが行われた場合には一人の職員に任せきりにすることなく、複数の職員
で対応します。
また状況に応じて、警告をする、対応を中止するほか、悪質な場合は警察に通報する、顧問弁護士に
相談するなど、法的に対応します。
職員も、カスハラだからと決めつけて横柄な態度や言葉づかいになってしまわないよう、自身の接遇
についても、細心の注意を払って対応します。

５．カスハラに対する対策
① カスハラに対する揖斐川町の対応を明確にし、行政サービス利用者等に周知します。
② �カスハラが発生した場合に、職員が適切に対応できるよう、対応マニュアルの整備と活用、研修を行
います。また、職員がカスハラの加害者とならないための意識啓発も行います。

③ 職員が、安心して業務に従事できる職場環境の整備を進めます。
④ カスハラを受けた職員の心身の負担を軽減するための相談体制を整備します。
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令和７年度の決算をお知らせします
９月４日（金）から ９月11日（金）まで開催された令和８年第４回揖斐川町議会定例会において、

令和７年度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
令和７年度決算について皆さんにお知らせします。
令和７年度会計別決算の内訳

内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

決　算　総　額 189億5,999万1,315円 182億7,965万7,564円 6億8,033万3,751円
一　般　会　計 159億9,999万5,378円 154億9,443万1,148円 5億556万4,230円
特　別　会　計 29億5,999万5,937円 27億8,522万6,416円 1億7,476万9,521円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 22億5,145万9,633円 20億9,765万3,153円 1億5,380万6,480円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4億5,601万3,522円 4億4,954万6,982円 646万6,540円
国民健康保険直診勘定特別会計 4,370万4,726円 4,154万2,559円 216万2,167円
杉原地域土地取得等特別会計 13万8,440円 13万8.440円 0円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1,704万734円 1,704万734円 0円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 3,937万4,357円 3,937万4,357円 0円
企 業 用 地 造 成 事 業 特 別 会 計 1億2,028万9,900円 1億2,028万9,900円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,372万1,046円 1,154万63円 218万983円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 548万8,380円 534万5,000円 14万3,380円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 211万7,223円 85万2,778円 126万4,445円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 811万2,331円 175万2,450円 635万9,881円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 253万5,645円 15万円 238万5,645円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 8,357万5,753円
総務費　一般的な事務に 34億3,224万8,179円
民生費　福祉の充実に 33億4,486万9,524円
衛生費　健康づくりや清掃に 14億9,549万3,051円
農林水産業費　農林業などの振興に 12億3,154万3,579円
商工費　商工業や観光の振興に 5億1,636万5,458円
土木費　道路や河川の整備に 16億8,830万2,264円
消防費　消防や防災に 6億6,764万1,098円
教育費　生涯学習や学校教育に 13億3,332万128円
災害復旧費 9,893万7,600円
公債費　借入金の返済に 16億213万4,514円
一般会計歳出総額 154億9,443万1,148円

議会費  0.5％

総務費
22.2％

民生費
21.6％

衛生費
9.7％

教育費
8.6％

予備費  0％

公債費
10.3％

災害復旧費
0.6％

商工費
3.3％

農林
水産業費
8.0％

土木費
10.9％

消防費
4.3％

一般会計
歳出総額

154億9,443万
1,148円

公営企業会計
事　　　業 内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

水道事業会計
（収益的） 6億4,719万1,902円 5億8,417万2,620円
（資本的） 3億2,004万3,766円 6億1,423万7,672円

下水道事業会計
（収益的） 11億9,134万3,140円 11億2,404万6,509円
（資本的） 1億9,371万4,683円 4億6,912万4,901円
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有

料

広

告

欄

一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 37億8,910万2,495円
分 担 金 及 び 負 担 金 7,155万4,827円
使 用 料 及 び 手 数 料 1億4,103万8,114円
財 産 収 入 5,911万5,798円
寄 附 金 6,227万5,376円
繰 入 金 9億299万3,200円
繰 越 金 7億109万7,098円
諸 収 入 4億5,950万7,220円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 2億1,956万7,000円
利 子 割 交 付 金 447万3,000円
配 当 割 交 付 金 2,331万2,000円
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 3,393万7,000円
法 人 事 業 税 交 付 金 4,824万1,000円
地 方 消 費 税 交 付 金 5億5,345万6,000円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 1,872万4,895円
環 境 性 能 割 交 付 金 2,332万1,000円
地 方 特 例 交 付 金 1,050万6,000円
交通安全対策特別交付金 114万9,000円
地 方 交 付 税 54億6,429万円
国 庫 支 出 金 14億4,725万155円
県 支 出 金 9億9,548万4,200円
町 　 　 　 　 　  債 9億6,960万円

一般会計歳入総額 159億9,999万5,378円

一般会計
歳入総額

159億9,999万
5,378円

地方譲与税	 利子割交付金
配当割交付金	 株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　	 地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金	 環境性能割交付金
地方特例交付金	 交通安全対策特別交付金

諸収入  2.9％

地方譲与税等
5.8％

繰越金 4.4％

繰入金 
5.6％ 寄附金

0.4％

使用料
及び

手数料
0.9％

分担金及び
負担金
0.4％

財産収入
0.4％

町税
23.7％

町債
6.1％

地方交付税
34.2％

県支出金
6.2％

国庫支出金国庫支出金
9.0％9.0％

依
存
財
源
 61.3％

自主財
源
 3
8
.7
％

「税を考える週間」税についての習字、「税を考える週間」税についての習字、
作文などの入賞作品の展示について作文などの入賞作品の展示について
１展示期間および場所
　アクアウォーク大垣
　11月10日（火）～ 11月17日（火）午前
　　　　　（以降大垣税務署内にて展示）
２展示物（大垣税務署管内の入賞者のみ）
⑴小学生の「税に関する習字」
　【主催】東海納税貯蓄組合連合会
⑵中学生の「税についての作文」
　【主催】�国税庁、全国納税貯蓄組合連合会
⑶税に関する絵はがきコンクール
　【主催】一般社団法人 大垣法人会

11月11日から17日は｢税を考える週間｣です
テーマテーマ

これからの社会に向かってこれからの社会に向かって
　国税庁では、毎年11月11日から17日を「税
を考える週間」として、国税庁ホームページで
さなざまな情報を提供しています。

詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。
https://www.nta.go.jp
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お
詫
び
と
訂
正

　

９
月
に
敬
老
事
業
の
対
象
者
の
皆
さ
ま
に

地
域
振
興
券
と
と
も
に
お
送
り
し
た
「
地
域

振
興
券
加
盟
店
一
覧
」
に
、
一
部
加
盟
店
の

記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
、次
の
と
お
り
追
加
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
追
加
】

大
和

　
（
株
）い
び
茶
の
里�

℡
２
３

－

１
６
１
１

小
島

　

焼
肉
東
陽�

℡
２
２

－

３
９
８
９

𦙾
永

　

杉
原
サ
イ
ク
ル�

℡
２
２

－

３
１
２
７

谷
汲

　

え
の
き
や�

℡
５
５

－

２
４
２
１

問
健
康
福
祉
課 

　

℡
２
２

－

２
７
９
０

 

障
が
い
に
関
す
る
相
談

　

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
支
援
事
業

者
に
よ
る
巡
回
相
談
お
よ
び
身
体
障
害
者
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
10
日（
火
）　 

　
　
　
　
（
１
件
あ
た
り
50
分
）

　
　
　
　

①
10
時
～　

②
11
時
～

■
場
所

　

揖
斐
川
町
役
場 

１
階 

第
１
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係　

　

℡
２
２

－

２
７
９
０

  

「
徳と

く
や
ま山

ダ
ム
上
流
に
実
の
な
る
木
を
植
え
よ
う

大
作
戦
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
揖い

び斐
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
うレ
ン
ジ
ャ
ー
と

生い
の
ち命
の
水み
ず

と
森も
り

の
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

く
の
生
き
物
が
生
息
で
き
る
豊
か
な
森
林
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
徳
山
ダ
ム
上
流
部
に
あ

る
通
称
「
コ
ア
山
」
に
野
生
動
物
の
エ
サ
に

な
る
実
の
な
る
木
の
植
樹
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
で
26
回
目
と
な
る
こ
の
活
動
へ
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
日
程

・
実
施
日　

11
月
７
日（
土
）少
雨
決
行

・
受　
　

付　

９
時
～
９
時
30
分

・
植
樹
活
動　

10
時
45
分
～
12
時

・
講　
　

話　

14
時
15
分
～
14
時
45
分

・
種
ま
き　

14
時
50
分
～
15
時
30
分

・
解　
　

散　

15
時
45
分

■
場
所

・
集
合
・
講
話　

水
と
森
の
学
習
館

・
植
樹　

徳
山
ダ
ム
上
流
、
通
称
「
コ
ア
山
」

■
持
ち
物　

・
作
業
が
で
き
る
服
装
・
手
袋
・
防
寒
具

・
雨
具
・
着
替
え
・
弁
当
・
飲
み
物

■
募
集
人
数　
60
名
程
度

■
参
加
費　
無
料

■
募
集
締
切

・
11
月
４
日（
水
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
水
と
森
の
学
習
館

　
　

℡
５
２

－

０
１
６
６

 

青
年
・
成
人
講
座 

参
加
者
募
集

　

本
町
で
は
青
年
・
成
人
講
座
と
し
て
、
下

記
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
【
初
め
て
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
】

～
人
生
最
期
に
後
悔
し
な
い
た
め
の
準
備
と

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
～

　

あ
な
た
と
家
族
の
〝
こ
れ
か
ら
〟
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
初
め
て
考
え
る
方
へ
コ
ツ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

②
【
正
月
飾
り
・
ア
レ
ン
ジ
花
教
室
】

　

お
正
月
に
向
け
て
和
室
・
洋
室
に
似
合
う

ア
レ
ン
ジ
花
の
飾
り
を
今
年
は
手
作
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
気
軽
に
作
る
こ

と
が
で
き
て
、
迎
春
の
雰
囲
気
で
癒
さ
れ
ま

す
。

■
募
集
期
間

①
11
月
９
日（
月
）～
12
月
２
日（
水
）

②
11
月
９
日（
月
）～
12
月
16
日（
水
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
申
込
方
法

　

左
記
ま
で
お
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

②
は
定
員（
30
名
程
度
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

※�

警
報
等
発
令
の
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
２
３

－

０
１
２
４（
内
線
１
６
５
５
）

開催教室 開催日 開催時間 場　所 受講対象：人数 参加費 講　師

①初めての終活
セミナー

12/5
（土）

10：00 ～
11：00

地域交流
センター
はなもも　
多目的室 1

希望者 無料
ファイナンシャル
プランニング
技能士

②正月飾り・
アレンジ花教室

12/22
（火）

19：00 ～
20：00

町内在住在勤
30 名

3,000 円
（材料代）

河瀬　和子
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張

替
え
を
し
て
い
ま
す
。
年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
見
積
り
は
無
料
で
す
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別　
　

＊
病
院
な
ど
の
付
き
添
い　
　

＊�

家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
）　　

＊
軽
作
業　
　

＊
社
内
清
掃

　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

　

一
緒
に
働
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
予
約
の
上
説
明
会

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
》

・
日
時　

11
月
４
日（
水
）、
17
日（
火
）

　

10
時
開
始（
約
１
時
間
）※
要
予
約

・
場
所　

�

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階　

会
議
室

問（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

１１
月
９
日
～
１５
日
は

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

～
火
の
確
認
い
い
日
を
支
え
る
い
い
習
慣
～

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
よ
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
大

切
な
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ご
家
庭
の
防

火
・
防
災
体
制
を
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

〈
火
災
を
防
ぐ
「
４
つ
の
習
慣
」〉

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
。

②�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

③�

コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ

な
い
。

④�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
要

な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

〈
万
が
一
に
備
え
る
「
６
つ
の
対
策
」〉

①�

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
は
安
全
装
置
付
き
の

有

料

広

告

欄

寿
長
ご

さ
ん

９
月
の

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

牧
まきむら

村　鈴
すず

枝
え

さん
95歳（三輪）

※�

次
の
方
は
お
名
前
の
み
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

久く

ぼ

た
保
田
三み

ね

子こ 

さ
ん（
三
輪
）95
歳

も
の
を
使
用
す
る
。

②�

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
、
10
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

③�

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
・
衣
類
・
カ
ー

テ
ン
は
防
炎
品
を
使
う
。

④�

消
火
器
を
備
え
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

⑤�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
の
避
難

経
路
・
方
法
を
確
保
す
る
。

⑥�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
少
し
の
注
意
が
、

大
き
な
災
害
を
防
ぎ
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
３
２

－

２
５
５
３



27 Public Information IBIGAWA  2026. 1127 Public Information IBIGAWA  2022. 9



【発行】揖斐川町　　【編集】総務部政策広報課
〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地　ＴＥＬ０５８５-２２-２１１１　ＦＡＸ０５８５-２２-４４９６　ＵＲＬｈｔｔｐs://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｉｂｉｇａｗａ.lg.ｊｐ/

窓口だより窓口だより

広報いびがわ2026年10月25日発行　No
. 261

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

令和８年９月届出分

地　区 氏 　 名 年齢
極 楽 寺 竹 中 陽 子 90

桂 太 田 和 廣 85
下 町 竹 千 花 92
下 新 町 山 岸 靖 一 95
小 野 小　森　あさ江 97
長 良 生　田　千寿子 77
清 水 福 田 恭 子 66

島 中 村 諭 子 70
黒 田 小 澤 適 子 98
谷 汲 大 洞 竹 中 義 光 78

出生　お誕生おめでとう Birth
地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

福 島 中
なか

尾
お
嶺
り
心
しん

樹 菜々保
五 反 田 山

やま
川
かわ

莉
り
聖
せ

大 季 有 咲
小 津 大

おお
平
ひら

橙
とう

矢
や

武 尊 倫 実

夫 妻

中 村 亘 輝（ 下 町 ） 梅 村 望 友（美濃市）
ヴァンデンエインドゥ
ジェレミー （ベルギー） 小 林 礼 奈（下新町）

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

11
月

磯川 莉愛 ちゃん
（谷汲）
１歳の誕生日おめ
でとう！
これからも素敵な
笑顔いっぱいで元
気に大きくなって
ね！
だいすきだよ！

橋村 桔依 ちゃん
（小島）
１歳の誕生日おめで
とう！
これからもたくさん
食べて
大きくなってね！

成瀬 龍 くん
（大和）
５歳の誕生日おめで
とう☆
これからも元気いっ
ぱい大きく育って
ね！

増田 結愛 ちゃん
（揖斐）

６歳の誕生日おめで
とう！
これからも元気いっ
ぱい楽しんでね！

西川 樹季 くん
（清水）

４歳の誕生日おめで
とう！
家族みんなで、楽し
いこといっぱいの1
年にしようね。

納期限納期限のの
お知らせお知らせ

11月2日（月）	 町県民税　　　　　　　３期分
	 国民健康保険税　　　　６期分
	 後期高齢者医療保険料　４期分

11月30日（月）	 国民健康保険税　　　　７期分
	 後期高齢者医療保険料　５期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

８日㊐ いびがわマラソン2026
⃝メイン会場　地域交流センター周辺
⃝ゴール会場　揖斐川町役場
⃝スタート　　[ハーフ]　9:30　
　　　　　　　[ウォーキング]
　　　　　　　　　　　ハーフ後方より
㉄ いびがわマラソン実行委員会
　 ☎23-0117

14日㊏
15日㊐

いびがわ産業
フェスティバル

⃝場所　地域交流センターはなもも、
　　　　JAいび川本店駐車場
⃝内容　�飲食ブース、ステージイベント、
　　　　体験コーナー ほか
㉄ 農林振興課　☎22-2111（代表）

22日㊐ かすが盆踊り
⃝場所　春日体育館
⃝内容　盆踊り
㉄ 春日盆踊り実行委員会
　 ☎090-5633-0708（藤原）

掲載行事について
は、中止または延
期になる場合があ
ります。

1111月月のの
主な行事主な行事

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 17,982（△ 43） 8,693 9,289 7,742（△� 8）
揖斐川地域 13,884（△ 25） 6,753 7,131 5,755 （� 1）
谷汲地域 2,465（△� 9） 1,177 1,288 1,074 （△� 3）
春日地域 643（△� 2） 302 341 363 （△� 1）

Population人口

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 630（� 1） 297 333 321 （� 0）
藤橋地域 124（△� 7） 62 62 83 （△� 4）
坂内地域 236（△� 1） 102 134 146（△� 1）

出生 4人 /死亡 22人 /転入等 22人 /転出等 47人
〈令和 8年 10月 1日現在〉

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

いびがわマラソン成績優秀者が
セントジョージ市を訪問し、
セントジョージマラソンに参加しました。
（関連記事 4ページ）


